
DE&Iコンソーシアム・ハンダイのご案内



令和５年度以降の「大阪男女協働推進連携会議」新体制について

【組織の目的】
産学官が連携して関西から全国へ、中小企業にも拡大し、女性研究者循環型育成をさらに推進することを通じて、
ジェンダー平等を達成する。
・牽引型事業の６年間において、大阪大学のDE&I戦略とともに「大阪男女協働推進連携会議」で培ってきたネットワークを

コンソーシアム体制として維持・発展
・持続可能かつ協力機関が参画しやすい体制を構築（参画への負担の軽減、オンライン等の活用）
・大阪大学が企画するすそ野拡大等イベントやセミナーの共同実施
・産学官による女性活躍支援に関する情報発信・提言

令和５年４月～

・コンソーシアム参画は無償
※令和4年度大阪男女協働推進連携会議参画機関は、特に意思表示のない限り自動的に新コンソーシアムに移行します。

参画費用

１）コンソーシアムメンバーとの連携の場を設け、女性研究者活躍推進の底上げを図る（オンラインによる交流を想定）
２）大阪大学が企画する女子小中高生へのすそ野拡大イベントやセミナーの共同実施等をご提案

主な活動

「DE&Iコンソーシアム・ハンダイ」※  としてさらなる発展を目指します

※大阪大学は、令和3年にダイバーシティ＆インクルージョン（D&I）推進宣言を公表し、D&Iスペース、D&Iセンターなど、D&Iという用語を全学的に
使用してきました。一方で、D&Iを進めるためには単なる平等（Equality）ではなく社会的公正（Equity、実質的平等）が重要であることから、
ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DE&I）という用語も普及し始めています。
そのため、大阪大学や関西の企業・研究機関から、より新しいDE&Iの観念を全国に普及させてゆく意味も込め「DE&I（ディー・イー・アンド・アイ）
コンソーシアム・ハンダイ」という名称を提案させていただきます。
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「DE&Iコンソーシアム・ハンダイ」新体制について①

コンソーシアムとしての主な活動

大阪大学とのさらに深い共創を希望される機関には
女性研究者循環型育成の場を提供

・未来基金への１口20万円のご寄附にご協力をお願いします。
（趣旨をご理解いただき、複数口でご協力いただければ幸いです。）

・頂戴したご寄附は入学支援金制度の原資とさせていただきます。
（女子学生１名20万円を50名に授与）

・協賛企業としてD&Iホームページをはじめ、各種媒体で広くPR
いたします。

賛同いただいた機関には、次の事業を提供いたします。
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「DE&Iコンソーシアム・ハンダイ」新体制について②

(１)大阪大学のD&I授業・セミナーの聴講
①大阪大学が提供する授業「ダイバーシティ＆インクルージョンの世界」の聴講
・春～夏学期（4月～８月）開講
・オンデマンド型e-learningでいつでも受講可能
・講師陣は大阪大学をはじめ学術機関、企業等で活躍する有識者

②大阪大学で実施するダイバーシティ＆インクルージョンセミナー等の聴講
・開催時に優先的にご案内します。

(２)実費制※・オンデマンド型教育プログラムの提供
「（新）産学共創教育事業」を希望に応じて実費でご提供します。

①イノベーション女性活躍推進プログラム
②育休中キャリアアップ支援プログラム
➂女子学生と企業等との交流会

※実費制の部分については、機関のご希望を伺いながら、ご寄附の額に応じて柔軟に対応します。

未来基金に賛同いただいた機関への提供事業
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